
 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 の 予 定   

日 曜 行  事  予  定 
完全 

下校 

1 土   

2 日   

3 月 憲法記念日 開校記念日  

4 火 みどりの日  

5 水 こどもの日  

6 木 内科検診（1～3 年） 運動器検診 市教研主任会 12:00 

7 金 写生会 ※雨天時は中止で金曜授業 
15:30 

(18：00) 

8 土   

9 日 里山の会（総会）  

10 月 
全校朝会 尿検査 1 次 部活動保護者会 
第 1 回 PTA 役員会 

18:00 

11 火 
埼玉県学力学習状況調査 尿検査 1 次 

ハッピー愛語 DAY 
18:00 

12 水  18:00 

13 木 1 年生知能検査 16:30 

14 金  18:00 

15 土 ハートフル学級  

16 日   

17 月 生活アンケート 18:00 

18 火  18:00 

19 水  18:00 

20 木 P：生徒会 16:30 

21 金 ハッピー愛語 DAY 通信陸上熊谷市予選会 18:00 

22 土   

23 日   

24 月 尿検査予備日（～28 日） 18:00 

25 火 学年朝会 通信陸上予備日 18:00 

26 水  18:00 

27 木 全国学力学習状況調査（3年） P：学級討議 16:30 

28 金 眼科検診（1～3 年） 18:00 

29 土   

30 日   

31 月 教育実習（～6/18） 18:00 

6 月の主な行事 

 3 日 生徒総会、くまなびスクール開校式 17 日～ 学校総合体育大会熊谷市予選会 

 9 日 耳鼻科検診            23 日 ふくしの授業 

10、11 日 前期中間テスト           24 日 歯科健診 

 15 日 ﾀｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ啓発事業（2 年）＜予定＞ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷市立吉岡中学校長 川上 嘉久 

 新学期が始まって１か月が過ぎようとしています。１年生も委員会活動や部活動に加わりました。入学式当初

の緊張感も少しずつ和らぎ、日に日に吉中生らしくなり、成長を感じています。２、３年生も上級生という立場

を自覚して行動しています。生徒たちは自分自身を一歩前進させようと一生懸命がんばる姿が多く見られ、学校

全体に新しい活気と明るい笑顔が広がってきています。 

 さて、一般的に言われることですが、中学生の時期は心身の変化が大きくなり、自意識と客観的事実との違

いに悩む時期であり、大人に対する反抗や親子のコミュニケーションが不足する時期といわれます。その一方

で、「頑張っている姿を見てほしい。他人から認められたい。理解してもらいたい。」という気持ちもとても強

い時期とも言われています。大人への成長過程で難しい時期ではあります。このような時に頭に浮かんでくる

言葉があります。それは、『啐啄同時（そったくどうじ）』という言葉です。「啐」とは、鶏の雛が卵から生まれ

出ようとするとき、「もうすぐ生まれるよ。」と殻の中から殻をつついて音を立てることです。「啄」とは、その

音を聞きつけた親鳥がすかさず「ここから出なさい。」と外からつついて殻を破る手助けをすることです。も

し、雛が十分に成長する前に親鳥が外から殻を破ってしまったら…。逆に親鳥がいつまでたっても殻をつつく

ことをしなければ、自分の力で殻を破ることができない雛であったら…。早すぎてもダメ、遅すぎてもダメ、

親子のタイミングが大事だということです。 

 子どもは一人ひとり違います。親はその子のペースに合わせて関わる必要があります。子どもが自分でやろ

うとしているのを待ちきれず、先回りして手助けをしてしまうと、子どもの“自主性”は育たなくなります。

じれったい時もありますが、焦らず子どもを見守ることも必要です。 

 このことは、教師と生徒にも当てはまります。教師は授業や部活動などで、生徒が学びた 

い、頑張りたいというサインを見逃さず、その意欲に寄り添っていくことが大切だと考え 

ます。“自主性”は“生きる力”につながります。学校では、生徒一人ひとりが自己有用感を 

持ち、学んだことをもとに何ができるのか考え、それを自分の生き方に結び付けていく指導 

を心がけていきます。御家庭でもお子様の行動や会話を通じてよさを認め励ましていただき 

たいと考えております。これも「啐啄同時」の実践の一つだと思います。 

令和３年度              【目指す生徒像】 

吉岡中学校         〇よく学ぶ生徒 

学校だより         〇心豊かな生徒 

４月２６日号         〇健康でたくましい生徒 

大志にいどみ 希望を燃やす 生徒と教師 

健児が丘 
誠実てらす吉岡中学校 

令和 3 年度キャッチフレーズ 

「誠実」・「チーム吉中」 

４月 の学校の様子  

 
 
 これまで、緊急の連絡は連絡網による電話連絡や
携帯電話へのメール配信という二つの方法を使用し
ていましたが、個人情報保護の観点から、取扱いを
厳重にしなければならないと考えました。 
 つきましては、生徒氏名や（携帯）電話番号など
が記載されている学級連絡網の各御家庭への配布は
本年度よりしないこととしました。何卒御理解・御
協力をお願いいたします。 
 なお、メール登録をされていない御家庭には学校
から直接電話連絡をさせていただきます。 
 部活動の連絡網についても同様としますが、活動
により必要性が高い部活動は、保護者様の同意を得
た上での作成・配布をいたします。 

学級連絡網について  

 

 

 4/8(木)51 名の新入
生を迎え全校生徒 131
名で吉岡中学校がスタ
ートしました。 

  
 
 3年生が歓迎の舞を
披露してくれました。3
年生の迫力に 1年生は
圧倒されていました。 

 
 
 各部とも工夫をこら
した発表でした。自分
にあった部活動を選び
ましょう。 

  
 
 しっかりした態度で
話を聞いていました。
生徒から感謝の言葉と
花束を贈りました。 

入 学 式 対 面 式 

部活動説明会 離 任 式 

３年生の下足箱の様子 

１年生の傘置き場の様子 

２年生の学年集会
会場前の様子 

この吉岡中学校に着任をして、生徒のあいさつや掃除の様子に感心することが多いのですが、先週私が校舎を見

回ったところ、下のような光景が目に飛び込んできました。下足箱・傘置き場は他学年も全く同じ様子でした。

ついつい急いでいると「やりっぱなし」になりがちですが一人一人が気を付けていることがわかります。できそ

うでできないことです。昨年度までの吉岡中学校の先生方の指導、小学校の先生方の指導、地域や御家庭の教

え、これらの積み重ねがこのような光景を生み出しているのだと思いました。 

 

～理想の関係とは～ 


